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某'石り由化学一工場勤務者の食生活　第'一報

食　物　83

　　　　　　　　山口女子大　家政　　○本田テル子　　西宮和江

（目的）　食事内容に影響を一及ISす因子は｡多くＶ世帯間の食事に共通性を見出｀すことは困

難である。しかし既報で明らかにしたように、食事を食形態の面からみると、三食゛の中で

い朝食が主食パターン別副食に最も共通性が見出された･-今回は類似した生活環境下にお

ける世帯間では、食生活にも何ちかの類似性が見出されるのではないだろうか。その実態

を明らかにする目的で調査をおこなった。

（:対象及び方法）　対象は岩国市に立地する某石油化学工場勤務者の。うち会社’社宅に在住

する247　世帯である。調査内容は食生活にJ関するIア･ンケート及びＪ日間の食事調査であイ

。食事については、摂取される’食品及び調理方法が季節の影響を受けやすいと思われる口

で、四季に調査をおこなヽつた。調査用紙の配布方怯は、、会社の､衛生管理室を通して配布、

回収した。第／回の調査時期は、昭和5S年７月末へ8月上旬である。第／報は食生活に関

するアンケート調査を中心に報告する。

（結果）　／、生応舌環境：世帯主の勤務態様は、常勤勤務者74.5％、交替勤務者25. 5％で

ある。世帯主の平均年齢34.0才、主婦の平均年齢31.5才である。平均家族人数は3･5んであ

る。。

認、献立、：献立を決める　因子としては嗜好が最も重要視され約60 %を占め、次いで栄養｡が

多い。三食の中では、夕食が重要視されている。

Ｊヽ調理‘：食事作りをする人は、三食とも99 ％が主婦である。調理の所要時間は･、朝食で

は平均31.5分、、昼食は平K) 27.9分、I夕食は平均82.3分･である。・

A 165
某石油化学工場勤務者の食生活　第二報

　　　　夏季の食事

　　　　　　　　山口女子大　家政　　○本田テル子　　西宮和江

（目的）　夏は食欲がなくなり、とかく淡白な食事を好む傾向にあるといわれている。類

似した生活環境にある世帯の食生活を通してヽ夏の食事としての共通の特徴が見出される

ものか、食形態の面から実態を明らかにしたい。

　（対象・方法・時期）　第一報と同じである。調査内容はＪ日間の食事調査である。

　（結果）　／、主食　朝食ではパ　ンが最も多く摂取され、次いで米飯が多い。昼食では米

飯、混合（複数の主食）が多い。夕食では米飯が約80 %を占めている。

２、副食　／）食品群のうち出現率が50 %以上のものは、朝食では油脂類、その他の野菜

、卵類、乳類である。昼食ではその他の野菜、油脂類、卵類、、緑黄色野菜、肉類である。

夕食ではその他の野菜、油脂類、緑黄色野菜、肉類、魚介類、豆類の順に多い。　2 )主、

要食品群の調理形態　○朝食：その他の野菜では生物、和物の形態が、品目としてはトマ
＼-

き*うりが多い。卵類では焼物が多い ○昼食：その他の野菜で･i生物ヽ妙物の形

態が、品目としてはfz iねぎ、S *うり、キ■V ベツが多い。卵類では焼物、煮物の形態が

多い。緑黄色野菜では曹物、煮物の形態がヽ品目としては人参ヽヒャーマソが多゛。肉類で

は煮物、妙物、焼物、揚物の形態が、品目としては牛肉、豚肉が多い４０夕食：その他の

野菜では和物、生物の形態が、品目としてはたまねぎ、き巾うり、トマト、キャベツ、レ

タス、　なすが多い。緑黄色｡野菜では煮物の、形態が、品目としては人参、ピーマ　ンが多い。

肉類では焼物、煮物の形態が、品目としては牛肉、鶏肉、豚肉が多い｀。魚介類としては焼

物、生物の形態が多い。食事内容は既報の山口県民栄養調査資料と比べ相違がみられた。


